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「マイナスをゼロにするための改善ではなく、
  プラスに向かうために、楽しく仕事ができる環境を評価する」

山口 真一
国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 主任研究員 / 講師

1986 年生まれ。2015 年慶應義塾大学大学院で博士号（経済学）を取得し、国際大学 GLOCOM

助教等を経て、2018 年より現職。専門は計量経済学、ネットメディア論等。「あさイチ」「クロー
ズアップ現代＋」（NHK）をはじめとして、テレビ・ラジオ番組にも多数出演。組織学会高宮賞受賞、

情報通信学会論文賞受賞、電気通信普及財団賞受賞。主な著作に『炎上とクチコミの経済学』（朝

日新聞出版）、『ネット炎上の研究』（勁草書房）などがある。
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「チームビルディングにおいては、それぞれがパフォーマンスを発揮　　 
 できるような、能力と志の適材適所が重要になります」

大橋 一広
株式会社イトーキ 先端技術研究所  所長

1993 年イトーキ入社。公共施設・博物館の展示企画・コミュニケーションデザイン、2004 年よ
り、新規市場コラボビジネス開発を担当し、次世代の知識創造ワークのコンセプトデザインに従

事。2011 年よりデジタル・ICT を活用した事業企画、商品開発を推進し、ICT 分野の企画推進部
長を経て、現職。現在は人工知能等の先端技術と組織創造ワークの次世代環境の研究開発を統括

している。先端研究統括部 兼 ソリューション開発統括部 統括部長兼務。
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「分散型組織というのは、見えづらくなってしまうために、成果主義に
陥りがちです。結果だけでなく、経過が見える仕組みが必要なのだと思

います」（大橋）
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「組織というのは結局、人なのだと思います。数字を見るのではなく、 

 人を適切に見られるようなサイズ感や評価というのは大事だと思います」
（山口）
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註 .

 *1. 「組織の創造性変革に関する共同研究　創造性アンケート調査分析報告書」、国際大

学グローバル・コミュニケーション・センター、株式会社イトーキ、2019 年 3 月

 <http://www.glocom.ac.jp/news/4246>

 

*2. 創造性を測る６つの設問セットは、Amabile らの研究に基づき開発された「KEYS®」

を参照して設計された。

 KEYS® Prepared For Sample Organization All Surveys, 

 <https://www.ccl.org/wp-content/uploads/2016/08/keys-sample-report-center-for-

creative-leadership.pdf>
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